
近い将来、リーマンショック級の危機が「絶対」起こる 

■「リーマンショック」とはいわゆる「バブル崩壊」。そして、その「バブル」の実態は「民間負債」。 

  そんな時、何かのきっかけで「借金の焦げ付き」が連鎖的に拡大するのが「バブル崩壊」 

（一般に、その破裂の瞬間は“ミンスキーモーメント”と呼ばれる。） 

■「リーマンショック／バブル崩壊」（ミンスキーモーメント）には共通パターンあり。 

１）「民間の負債」（対 GDP比）が年率 5-10％ずつ拡大。  ２）150～200％程度に至った時に破裂。 

  （※ 新興国は、概して、年率拡大大きく、破裂する水準が低い。） 

 

■ 現時点で、中国、香港、カナダ、ベトナムに、「バブル崩壊」の危機 

・中国、香港は、年率で１０～１２％ずつ、民間負債を拡大し、対ＧＤＰ比２００％～３００％を突破。 

 これが長く続くはずがない。近い将来に必ず「破裂」する(米中経済戦争が引き金に？) 

・アジアではベトナム、欧米ではカナダが、今、バブル崩壊パターンに。 
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